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周年

10月 1日で『北陸新幹線』、『しなの鉄道J が開業 1周年を迎えました。

これに合わせ、 9月下旬から10月上旬にかけて、駅や市内の商底街では記念イベン

トを開催。 10月 1日(木)には JR上田駅構内で記念セレモニーが、また 3日(士)には上田

駅お城口や南北自由通路を会場に、郷土芸能、野点、コンサート、物産展などが聞か

れ、駅周辺は多くの人でにぎわいましたO

く再生紙を使用しています〉
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-上田市役所(国⑫4100)
m (国@4100)

幽市政提言電話(固@2539)
E市政提言FAX(岡⑫5111)。
思市a長yへorの@電ci子tγメ.Uール

mayor@city.ueda.nagano.jp 

醤インターネット上田市のホームページ
)> URL http://www.city.ueda.nagano.jp/ 
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圃対象者

平成10年8月1日(基準日)現在、次のいずれかの年金または手

当の、 今年8月分を受給できるかた

①老齢福祉年金

②障害基礎年金等 (ア〉年金証書の年金コードの先頭3桁が 1635J
または 1265Jに該当するもの (イ)年金証書の年金コードの先

頭3桁が 1535Jまたは 1062Jに該当するもの(平成10年度の個

人の市民税が課せられなかったかた)

③遺族基礎年金等 (ア〉年金証書の年金コードの先頭3桁が 1275J
または 1285Jに該当するもの (イ)年金証書の年金コードの先

頭3桁が 1645J、1072J、1082Jまたは 1102Jに該当するもの

(平成10年度の個人の市民税が課せられなかったかた〉

④児童扶養手当

⑤特別児童扶養手当 (手当の制度上の受給者は親または養育者となっ

ていますが、給付金は障害児のかたが支給対象となります)

⑥特別障害者手当

⑦障害児福祉手当

⑧福祉手当(経過措置分)

⑨原爆被爆者諸手当 (医療特別手当、特別手当、健康管理手当、保

健手当)

※①から⑨までに該当する場合でも、基準日 (8月 1日)に生活保

護を受けているかたや社会福祉施設に入所されているかたには、

別に一時金として 1万円が措置費に加算されますので¥この福祉

給付金は支給されません。

※②、③の (イ〉については、本人が、他のかたの平成10年度分の

市民税額の算定に際し、控除対象配偶者または扶養親族となって

いる場合は、そのかたに平成10年度分の市民税が課せられなかっ

た場合に限ります。

圃問い合わせ

①から③の年金…国保年金課国民年金係(困1364・1365)
④、⑧の手当…福祉課母子児童係(困1608・1610)
⑥から⑨の手当…福祉課福祉係(困1603・1604)

e 

臨時特別給
(特別給付金)

支給対象者 圃
1人につき 臨
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圃対象者

基準日 (8月1日)に65歳以上のかた(昭和8年8月1日以前に

生まれたかた〉で、平成10年度の個人の市民税が課せられなかった

かた(本人が、他のかたの平成10年度分の市民税額の算定に際して、

控除対象配偶者または扶養親族となっている場合は、そのかたに平

成10年度分の市民税が課せられなかった場合に限ります)。

※上記に該当する場合でも、生活保護を受けているかたなどには支

給されませんO

※同ーのかたが I1の福祉給付金」の支給要件に該当する場合は

1mの特別給付金」は支給されませんO

国問い合わせ

健康推進課在宅高齢者サービス係(直通圃⑫51 3 1) 

10.10.16 

課
税
状
況
を
確
認
し
ま
す

同
意
欄
に
記
入
と
押
印
を
/

「
I
の
福
祉
給
付
金
の
う
ち
②
、
③
の
(
イ
)
」
、

「
E
の
介
護
福
祉
金
」
、
「
E
の
特
別
給
付
金
」
は
、

市
民
税
の
課
税
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
か
た
は
支
給
申
請
書
の
同

意
欄
へ
の
記
入
と
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
叩
年

1
月
2
日
以
降
に
上
田
市
へ

転
入
し
た
か
た
は
、
転
入
前
の
申
請
者
本
人
の
税

額
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
者
本
人
を

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
し
て
住
民

税
の
申
告
を
し
て
い
る
か
た
が
上
田
市
以
外
の
場

合
は
、
そ
の
市
町
村
の
税
額
証
明
書
が
必
要
と
な
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給対象者
人につき

寺介護福祉金
(介護福祉金)

り
ま
す
(
特
に
、
申
請
す
る
本
人
の
健
康
保
険
証

が
遠
隔
地
で
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
税
金
申

告
上
の
扶
養
親
族
に
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
扶
養
に
し
て
い
る
か
た
の
税
額
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
)
。
添
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

圃対象者 a

基準日 (8月 1日)に、平成10年度の市民税所得割が課せられ

なかったかた(本人が、他のかたの平成10年度分の市民税額の算

定に際し、控除対象配偶者または扶養親族となっている場合は、

そのかたに平成10年度分の市民税所得割が課せられなかった場合

に限ります)、または生活保護を受けているかたで次のいずれか

に該当するかた

①基準日 (8月 1日〉において、平成10年2月 1日以前 (6か月

以上)から寝たきりまたは痴ほう等の状態にあるため、常時介護を必要としている65歳以

上のかた(昭和8年8月 1日以前に生まれたかた〉。

②今年8月分の特別障害者手当、障害児福祉手当または福祉手当(経過措置分)を受給でき

るかた。

、※基準日 (8月 1日〉に、病院・診療所または老人保健施設に平成10年4月30日以前 (3か

月以上)から継続して入院または入所しているかた、特別養護老人ホームなどの社会福祉

施設に入所しているかた(養護委託されているお年寄りのかたも含まれます)には、介護

福祉金は支給されませんO

※介護福祉金は、 I1の福祉給付金」や IIIIの特別給付金」と異なり、寝たきりのお年寄り

などに対する在宅介護の支援を目的として支給されることから、同一人のかたが I1の福

祉給付金」や IIIIの特別給付金」の支給要件に該当する場合も支給の対象になります。

園問い合わせ

福祉課福祉係(直通固⑫51 3 0) 

10.10.16 

局第鱗毛言。縛易競勝。超窟嘉腕Z威主~~ク

停点

平成10年分所得税等の特別減税の追加実施に関連し、老齢福祉年金の受給者等および高齢の低所得者の生活の

安定と福祉の向上ならびに低所得の在宅寝たきり老人のかた等に対する在宅介護の支援のため、固から臨時福祉

特別給付金が支給されることになりました。該当するかたは11月13日(釦までに申請の手続きをしてください。

重勝厳象のか~1I11J11，a働までに"I!I'~~
・申請の方法

「申請書Jと「口座振込み依頼書」は、 10月26日(月)までに該当すると見

込まれる力、たのところへ、民生児童委員さんが直接¥または郵送でお届け

する予定です。「申請書」と「口座振込み依頼書Jの所定事項に記入・押

印のうえ、 10月26日(月)から11月13日(金)までの聞に¥それぞれの給付の関係

課(国保年金課・福祉課・健康推進課)に提出(郵送〉してください。な

お、郵送の場合でも¥11月13日倹)までに届くようお願いします。

また¥申請に必要な書類は¥関係課および支所の窓口にも用意してあり

ます。

・支給の方法と時期

申請後、内容審査の結果この給付金の制度に該当する場合は¥口座振込

み依頼書に基づき¥本人または代理人の口座へ12月下旬に入金する予定で

す。
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平
成
日
年
度

但
血
育
園
間

各
保
育
園
(
公
・
私
立
)
で
は
、

次
に
よ
り
平
成
日
度
の
入
国
申
し
込

み
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

-
申
し
込
み
方
法

新
し
く
入
園
を
希
望
す
る
か
た
は

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
各
保
育
園
、
保
育
課
、
各
支

所
ま
た
は
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

保育園の概要-平成11年度

『
+
人
同
四
』

の
受
け
付
け

日時 場所

11月11日(水)
入国を希
望する保

-同12日(木)

午z 
育園

市役所南
庁舎 5階

4 
第 1会議

11月13日(金) 時 室(保育
-同16日(月) 30 園で申し

分 込みをし
なかった
かた)

-
入
園
で
き
る
基
準

保
育
園
に
入
園
で
き
る
基
準
は
次

の
①
か
ら
⑥
ま
で
で
す
。

①
保
護
者
が
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

②
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る
た

め
、
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
。

③
母
親
が
出
産
の
前
後

④
保
護
者
が
病
気

-
申
し
込
み
受
け
付
け

※乳児保育の実施園では O歳児から、その他の保育園では 1歳児から入園できます。
※(仮)浦里・白銀統合保育園入国希望者は浦里保育固または白銀保育園で入園申し込み
手続きをして くださ い。

※この表はテレホンガイドうえだ(固25-8888)のコードNo.400でFAXから取り出せます。

⑤
保
護
者
が
家
族
の
病
人
等
を
看
護

し
て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害

圃
入
園
申
込
書
以
外
に
必
要
な
書
類

マ
常
勤
の
か
た
・
・
・
源
泉
徴
収
票
の
写

し
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
控
(
来

年

2
月

1
3月
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
)

マ
内
職
や
パ

l
ト
勤
務
の
か
た
・
:
パ

l

ト
タ
イ
ム
ま
た
は
内
職
賃
金
支
払

明
細
書
、
あ
る
い
は
申
し
込
み
書

の
証
明
欄
に
事
業
所
の
証
明

マ
出
産
前
後
の
か
た
・
・
・
母
子
健
康
手

帳
マ
身
体
障
害
者
の
看
護
ま
た
は
保
護

者
が
身
体
障
害
者
の
か
た
・
・
・
身
体

障
害
者
手
帳

マ
保
護
者
以
外
の
同
居
の
親
族
(
閃

歳
未
満
)
の
か
た
・
:
保
育
で
き
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
(
パ
ー

ト
・
内
職
証
明
、
診
断
書
な
ど
)

・
乳
児
保
育

乳
児
保
育
を
希
望
の
か
た
は
、
出

生
前
か
ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

園
中
途
入
国

年
度
の
途
中
で
保
護
者
の
育
児
休

業
の
終
了
ま
た
は
緊
急
に
入
園
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
月
か

ら
入
園
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
育
課
(
固
⑫
5
1
3
2
)
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寧
波
市
婦
人
代
表
団

上
岡
市
を
訪
問

••• 
上
岡
市
の
友
好
交
流
都
市
で

あ
る
中
国
・
寧
波
市
の
婦
人
代

表
回
目
名
が

9
月
幻

H
i初
日

の
日
程
で
当
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。

一
行
は
、
市
内
の
女
性
団
体

と
「
女
性
の
社
会
的
地
位
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
福
祉
施
設
、
学
校
、
企

業
な
ど
を
視
察
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

ま
た
、
上
田
市
か
ら
も
、
日

月

9
日
か
ら
凶
日
ま
で
、
市
民

友
好
訪
中
団
(
主
催
・
:
上
回
日

中
友
好
協
会
)
が
寧
波
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。



うえだJ11月 1日号で紹介)がこの11月23日に開設する

ことに伴い、施設の設置および管理等について必要事項

を定めるために条例の制定をしました。

.一般会計補正予算の主な内容

じ>中小企業融資あっせん事業 …...・H ・..… 1億1100万円

地域経済の景気回復を図るため、先の 7月の臨時議会

で事業費の増額や前払金対策を講じたところですが、 9
月補正でも中小企業融資あっせん事業の枠拡大を行うこ

ととし計上しました。

また、工事の早期発注を心がけています。

じ>道路・河川等生活関連道路整備事業 …3億1850万円

大型事業に偏ることのないよう、市民生活に直結した

市道新設や水路改修についても例年を上回る事業費を措

置することとし計上しました。

じ>学校給食用食器更新事業 ...・H ・..……………365万円

環境ホルモン問題対策として、上田市としては原則と

して、市の施設ではいっさいポリカーボネイド製食器を

使用しないこととし、今回の補正予算に計上していますo

[>神川小学校屋内運動場改築調査費 …………420万円

じ>J11辺小学校屋内運動場用地先行取得事業に係る債務負

担行為の設定 ……………… 1億6000万円 [債務負担]

じ>国分産業団地購入事業 …...・H ・..………………30億円・9月市議会で決まった10年度予算案

だれもがたいせつにされる
「あたたかいまち」の実現を

9月定例市議会が、 9月8日から29日まで聞かれまし

た。今回は28議案¥ 1報告事項が審議され¥すべて可決、

承認されました。一般会計補正予算は¥①中小企業不況

対策 ②生活関連道水路整備 ③環境ホルモン対策 ④ 

小中学校教育環境整備を重点に38億円余を計上¥これに

より補正後の一般会計予算の総額は¥前年対比 7.5% 
増の 483管2A29万円となりました。また¥公平委

員会委員に湯本民夫さ九銅孝・下紺屋町〉、固定資産

評価審査委員会委員に西津文登さん (52歳・中村〉がそ

れぞれ選任されました。

予算総額

483億8439万円

339億 124万円

補正予算額

38億5270万円

6億2169万円

-主な条例の制定・改正など

じ>上田市差別撤廃と人権擁護に関する条例の制定

人はだれでも人として尊重されたいと願っています。

市民の皆さん一人ひとりがたいせつにされるあたたか

いまちを。そうした願し 1を実現するための条例制定です。

人権のことでお困りのかた、お悩みのかたは人権同和

対策課(固③5393)までご相談ください。

なお、毎月第 1木曜日午後 1時から 4時まで、市役所

南庁舎6階「真田の間」で人権擁護委員による人権相談

も開イ雀しています。そちらもご利用ください。

じ>上田市池波正太郎真田太平記館条例の制定

池波正太郎真田太平記館(施設については次号 『広報

「
介
護
保
険
」
ザつ

て
な
に
?

じ>問い合わせ

健康推進課介護保険担当(固③51 3 1) 
bテレホンガイドうえだ関連情報

固③8888コード、NO.420 

10.10.16 

7
月
刊
日
号
の
広
報
う
え
だ
で
介
護
保
険
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
の
制
度
を
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
か
ら
制

度
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

-
老
後
の
不
安
を
皆
で
支
え
る
新
し
い
制
度

急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、
介
護
の
問
題
が

老
後
の
最
大
の
不
安
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利

用
者
の
希
望
を
で
き
る
限
り
尊
重
し
た
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
が
平
成
ロ
年

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
な
ど
と
同
様
に

相
互
扶
助
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
社
会

保
険
方
式
に
よ
っ
て
介
護
を
必
要
と
す
る
人

に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
し
い

「
社
会
保
障
制
度
」
で
す
。

-
な
ぜ
「
介
護
保
険
」
が
必
要
な
の

本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
寝

た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
介
護
を
必
要
と
す
る

お
年
寄
り
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
残
さ
れ
た
能
力
を
生
か

し
て
、
で
き
る
限
り
自
立
し
、
尊
厳
を
持
っ

て
生
活
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と
り

の
願
い
で
す
が
、
少
子
化
や
核
家
族
化
な
ど

家
族
環
境
の
変
化
に
よ
り
お
年
寄
り
を
介
護

す
る
家
庭
の
力
は
弱
ま
っ
て
お
り
、
家
族
だ

け
で
介
護
を
行
う
こ
と
は
、
現
実
的
に
は
と

て
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

-
制
度
の
開
始
に
向
け
て

制
度
を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
、

今
年

5
月
か
ら
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
に

介
護
保
険
担
当
を
新
設
し
、
現
在
、
制
度
実

施
に
向
け
て
高
齢
者
実
態
調
査
、
制
度
の
モ

デ
ル
事
業
、
制
度
説
明
会
へ
の
出
席
、
事
務

処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
の
準
備
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
関
す
る
疑
問
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

.上田市の高齢者の状況(各年10月1日現在)

¥ 総人口
65歳以よ 寝たきり 一人暮ら
の人口 構成比 老人 し老人

平成元年
11方8551 1万6617 14.02 

370人 834人
人 人 % 

平成 5年
12万 743 1万9638 16.26 

412人 1069人
人 人 % 

平成 9年
12万2219 2万2365 18.30 

527人 1179人
人 人 % 

[5J 



月

白

骨

田

午
前
問
時
j
午
後

4
時

経済の発展とともに、市民生活も多様化してきてい

ます。これに合わせて、いろいろな消費財やサービス

の供給が量、質ともに豊富になっています。

消費者は、それぞれの商品やサービスの機能、用途

に関する知識を持つことによって、はじめて合理的な

生活を営めるようになります。

しかし、個々の消費者がこうした専門的知識を持つ

ことは現実には困難なことです。

このような中で、消費者が安全で合理的かつ自主的

な消費生活を確保するためには、広い分野における情

報の提供が必要ですO

そこで、消費者の視点に立った情報交換の場として、

消費生活展を開催しますO 賢い消費者になるために、

地球にやさしい暮らしをするために、皆さん、お出か

けくださ L、。

プレゼン卜します

-園芸用肥料(花の穫付き)

・再生紙トイレットペーパー

どちらも数に限りがあります。

アンケー卜にご協力ください

お答えいただいたかたに花鉢を差し上げます

(数に限りがあります) リサイクル品、野菜、おやき等の販

売がありますのでお楽しみください。

買い物をされる場合は、買い物かご

か、袋をご持参ください。

[6J 

ム
冨
場
は
駐
車
場
が
狭
い
の

T
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

、用
く
だ
さ
い
。

-・・・E蓮葉雪罰百圃・・・・

不用品

午後1時30分から

未使用のもの、まだまだ使えるものが不用品と

なって泣いています。あなたがもらってください。

意外な掘り出し物があるかもしれませんよ(希望

者が多数の場合は、ジャンケンで決めます)。

里親探しコーナー

白
水

一

ψ
4山
1
-

E
守
一

円
〈

u
-

凋
斗

-
1
-

道
一

国一
至
青
木
村刃物研ぎ

(すべて200円)

包丁

はさみ

かま

70.70.76 

E理聖圃上回創造館

協働タ徽創造館駐車場至松本



展示内容のご案内 | 
1・上田市連合婦人会 i 
捨てる前!こもう一度
"J限りある資源を大切に"J

1・更生品の展示、野菜の即売 i 

・日本禁煙友愛会

「禁煙は全人類の
健康に資する」
.喫煙ポスターの展示

.入会のおすすめ
ーーー一一ー一一ーーーーーーーー一一一一ーー」

-上田市消費者の会

「私もあなたも賢い消費者!こJ
.環境に優しいお庖調べ結果

-水質調査結果等研究結果の展

刀て

-長野食糧事務所上田支所

「栄養バランスが良い
日本型食生活の推進」

-お米の消費拡大

-お米なんでも相談コーナー

i・上田市婦人団体連絡協議会 1

生かそ/暮らしの i 
i知恵で、ムダも無し
1・貸衣装、留袖の展示 J 

・長野県電波障害防止協議会

「テレビきれいに
見えますかに」

・電波障害防止相談所の開設

・電波障害防止図案コンクール作

品展示

・上回友の会

「見つめ直そう
わが家の暮らしJ
・衣、食、住 家計に関する展示

・リサイクル品、手作り菓子等の

販売

主催・・・上田市消費生活展運営委員会
共催…長野県、上田市

[ 7 ] 1 O. 10.16 

i・長野県しろあり防除協会 1 

より良い生活環境の創造
1・白ありの生態と被害の展示 1 

i -床下湿気対策、白アリ相談 J 
1・長野県食品生活改善推進協議会上自分会 1 

11可をどれだけ食べたらよいカ円 1

1~1日の食事の目安"J
1・食事の展示 1 

・生活協同組合 コープながの

「自然の生態系の
仕組みに学ぶ」
・環境に配慮した商品の紹介

-コープ商品販売

1・新日本婦人の会上田支部

子どもをステキな
i 環境の中で、育てたいJ
| ・テレビ番組、雑誌、マンガの調

| 査結果展示

・上回ガス

「安心ガスライフ21J 
・セーフティーガス機器の紹介

.都市ガス警報器のお奨め

・マイコンメーターの展示

-上田市農政部農林課

「松くい虫の環境に
及ぼす影響」
-松くい虫の被害状況、防除状況

等の展示

・昆虫標本による解説
四回一一ーーーーーーーーー町一ーーーーーーー」

「一一一ーーーーーーーーー一一一一一一ーーーー1

・上田市ごみ減量アドバイザー

「資源循環型都市を
目指してJ

・生ゴミたい肥化容器の使用説明

と相談

・再生紙トイレッ卜ペーパーの配布
一ーーーー一一一ーーーー一一一一ーーーーーー」

-ソーラーシステム相談センタ目・長野

「くらしの中に
太陽エネルギーを」
.ソーラーシステム紹介

-太陽光発電模型の展示

-相談コーナー
ーーーーーーーーー・・圃園圃・・・・ー----ーーーーー----回同同開'園田』

「ーーーーーーーーーー一一ーーーーー一一一一一1

1・上田市消費生活調査員会 | 

賢いお買い物してますか?J 
l・消費生活調査員会の紹介 l 
l・同一品の商庖別価格の相違 l 
L_ーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一」
「ー一一ーーーーー一一ーーーー一一一一一一ーー1

・上田市社会福祉協議会

t>上回しいのみ園

b共働作業所わっこ

じ〉宝池住吉寮

じ〉やまびこの家

「守ろう地球の環境」
~自然に優しい暮らし方~
・リサイクル商品、 ，リサイクル石ケ

ン、牛乳パック再生製品の販売

・シクラメン、椎茸、消臭ポーチ

等の販売
一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一ーー」

「ーーーー一一一ーー一一一一一ーーーーーー一一1

1・上田口ーターアクトクラブ | 

資源を大切に
1・リサイクル商品の販売 l 
L_ーーーーー一一ーーーーー一一一一一一ーーー」

1・ほきぽき市 1 

1「新鮮な野菜を食卓に i 
lお届けします
l・野菜、果物の販売 i 
「一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーー一一1

1・塩田の館 ! 
憶かしい味をご賞味ください

1 ・おいしい「おやき」の販売 i 
L___一一ーーーーーーーーーーーーーーーーー」

・生活クラブ生活協同組合

「伝えたい、私達の心とかたちJ
• 5種類のビンの展示とシステムの

紹介 「

-牛乳工場の紹介

問い合わせ 生活環境課(固⑫51 2 0) 
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刃

グシj'/J't'にダ~!tÆ
』句 9月22日の台風7号の強風により、市内でも

リンゴなど果樹を中心に大きな被害が発生。

被害額は 1億7117万円、被害面積は156.9haに
も及びました。

上田地域広域連合(連合長・・・平尾上田市長)

は、落下果樹の加工対策・樹勢回復などに対

する財政的支援等を求め、 9月30日に吉村長

野県知事に陳情しました。
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催
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催
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上田市エコスト認定庖 取り組み内容

信州ジャスコ(株)上回居(常田2丁目12-18) 買物袋持参の推進・ ペッ トボトルの回収等

小林商会(国分1350-10) 乾電池・蛍光管の回収

前島製作所(八木沢220-1) 生ごみの推肥化と、その推肥の有効利用を指導

リトル・ランドリー(中央3丁目15-1) 不要になったりリーニング用ハンガーの自収と再利用

平林商庖(古里1430-8) 簡易包装の推進

側ツルヤ上回東庖(常田3丁目418-1)、大屋庖
買物袋持参の推進・

(岩下235)、上田原庖(上田原449-2)、上回西
再生商品の販売促進

庖(常磐城5丁目826-1)、塩田届(保野751-2)

(有)みなと(中央6丁目1-23) 不要になった破材の再利用

かみや酒庖(国分559-4) 簡易包装の推進

側イ卜ーヨー力ドー上回庖(天神1丁目9-1) 再生商品の販売促進・ ペットボトルの回収
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便利で確実な口座振替のご利用を

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

ま
ち
ご
と
均
ル
チ
ャ

i
ス
ク
ー
ル

納期限11月2日(月)
・市 県民 税 3期

・ 国民健康保険税 4期

海
野
町
会
館

(固
⑫
9
3
0
1
)

花
の
マ
リ
モ

(固
⑫
8
0
6
6
)

フ
ル
ー
ツ
の
講
習
、
ヘ
ア
ケ
ア
の

講
習
、
気
功
法
な
ど
い
ず
れ
も
好
評

い
た
だ
い
て
い
る
「
ま
ち
ご
と
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
。
今
回
は
「
ガ
!

デ
ニ
ン
グ
」
の
講
習
で
、
海
野
町
の

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き
印
月
刊
ω
日
目
午
前
日
時

加
分
i
、
午
後
1
時
羽
分
i

マ
と

こ
ろ
海
野
町
イ
ベ
ン
ト
広
場
マ

費
用

3
0
0
0
円
(
コ
ン
テ
ナ
・

今月
の
納税

砂
・
苗
・
受
講
料
込
み
)
マ
持
ち

物
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
、
移
植
ゴ
テ

マ

定

員

印

名

マ

内

容

お

正

月
用
植
え
込
み
マ
講
師
上
田
市

造
園
緑
化
業
協
会
の
皆
さ
ん

秋
の
一
日
を
楽
し
も
う
/

明
き
の
こ
教
室
』
開
催

農
林
課

(固
⑫
5
1
2
4
)

き
の
こ
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

「
き
の
こ
狩
り
」
や
「
き
の
こ
汁
づ

く
り
」
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
集
合
時
間
叩
月

μ
日
出
午
前

8
時

マ
集
合
場
所
室
賀
温
泉
さ

さ
ら
の
湯
駐
車
場

マ
参
加
料

1

0
0
0
円
(
入
館
料
、
入
浴
料
を
含

相 談 名 日 時 会場など

11月13日峰)
法

(律予約制相) 
E炎 13:30'"'"'15:30 

市役所11月27日佳) 生活環企境諜
13:30""15:30 (本庁 1階)

11月12日(木)
8 

土地建物相談 13:00"" 16:00 ⑫ 4 

人権・悩みごと相談
11月5自体) 。。人権問和対策課
13:00'"'"' 16:00 (南庁舎1階)

農地問題相談
11月2日(月) 農業委員会
8 :30 ̂"' 17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 中目 吾同'Jと〈
11月9日(月)

上田西武10:00'"'"' 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00""15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9・00̂"'16・00

社(fi会@福8祉O協8議O会) 
法

(律予約制相) 
吾口火lK 11月21日(土)

10:00'"'"'正午

1~ m 呈 相 きUが94t 
毎週土曜日

13 : 30'"'"'15・30

結 ま香 相 首炎
毎週水曜日

社(fi会⑫福3祉O協8議2会) 10 : 00'"'"'15・。。

法
(律予約制相) 

面炎 11月18日(水)
13:30""15:00 

上(fi田@商4工5会O議O所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00""16:00 

市 民 本目 E炎 毎週月~金曜日
市

生活環境課
交通事故相談 9 :00 ̂"' 16:00 (本庁舎1階)

児 m 相 圭ii!.l分とミ 毎週月~金曜日
役 (fi③福2祉O課00) 9 :00""16:00 

母 子 相 日炎
毎週月~金曜日 所 福祉課
9 :00̂"'16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(怨パ③ートサテライト内〉8 :30""17:00 801 1 ) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援センター(電話相談) 9 : 00""16・00

保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(岱保⑫育3閣O内9相6談)室
(面接相談) 9 :00""16:00 

月の相談

平
成
叩
年

法
人
土
地
基
本
調
査
・
法
人
建
物
調
査

円
月
に
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

む
)
マ
講
師
小
沢
良
行
さ
ん

マ
内
容
き
の
こ
狩
り
体
験
、
き
の

こ
に
つ
い
て
の
講
演
、
き
の
こ
汁
守つ

く
り
。

マ
募
集
人
数
先
着
別
名

上
回
創
造
錯

刊
月
の
催
し
も
の

上
回
創
造
館

(固
⑫
1
1
1
1
)

-
日
本
水
彩
画
会
上
田
支
部
展

マ
と
き
叩
月
白
日
出

1
1月
5

日
制

マ
入
場
料
無
料

-
第
5
回
『
か
か
し
展
』

マ
と
き
日
月
1
日
目

i
m
日

ω

・
武
石
村
鳥
屋
在
住
の
小
学
生
に
よ

る
『
十
日
夜
ま
つ
り
』

マ
と
き
日
月
8
日
間
午
後
2
時

(

)

(

1

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
l
ル
)

-
親
子
映
画
会

(入
場
無
料
)

マ
と
き
日
月
7
日
出
・

8
日
間

(
午
前
日
時
i
、
午
後
2
時

ω分
f

)
)

マ
上
映
作
品
『
満
潮
の
玉
干

潮
の
玉
』
『
名
人
伝
』
マ
定
員

各
国
印
名

.

「
し
し
座
流
星
群
」
を
見
ょ
う
/

マ
と
き
日
月
口
日

ω午
後
日
時

ω分
i
同
日
制
午
前
5
時
(
雨
天

・

曇
天
の
場
合
は
中
止
)

マ

と
こ
ろ

長
池
公
園
(
創
造
館
東
側
)
マ

対
象
小
学
校
5
年
生
以
上
(
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ
)

マ
定
員
別
名
(
先
着
順
)

マ

参
加
料
無
料

マ
申
し
込
み
日

月
5
日
附
午
前
9
時
よ
り
電
話
で

-
パ
ソ
コ
ン
操
作
相
談
コ
ー
ナ
ー

マ
と
き
日
月
辺
日
目
午
前
9
時

ω分
i
正
午
マ
内
容

パ
ソ
コ
ン

操
作
、
ソ
フ
ト
使
用
上
の
質
問
・
相

談
・
ト
ラ
ブ
ル

Q
&
A

マ
申
し
込

み
事
前
に
電
話
で
内
容
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
(
日
月
5
日
術

1
7
日
出

午
前

9
時
j
正
午
)
。
パ
ソ
コ
ン

(ノ
l
ト
型
)
持
参
で
の
相
談
が
で

き
ま
す
。
人
数
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
や
会
場
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
日
本
山
岳
写
真
協
会
展
j

m

「
山
・
わ
れ
ら
を
め
ぐ
る
世
界
」

j

マ
と
き
日
月
幻
日
幽
i
ロ
月
6

日
間

マ
入
場
料
無
料

講座名 実施日 対象者 定員(先着NID 受講 申し込み(電話で)

ワープロ「ワード」 11月7日(土)・ 8日(日) 16歳以上 20名 6000 10月31日(土)

2日間コース 午前9時~午後4時 円 午前9時から

パソコン入門 11月10日(刈 16歳以上 20名 1000 10月31日(土)
平日 1日コース 午前9時~午後4時 の初心者 円 午後1時から

親子パソコン 11月14日(土) 小・中学 20名 500 11月3日(刈
教室 午前9時30分~午後3時30分 生の親子 円 午前9時から

パソコン入門 11月15日(日) 16歳以上 20名 1000 11月7日比)
休日 1日コース 午前9時~午後4時 の初心者 円 午後1時から

表計算・ロータス 11月19日(木)・20日(創 16歳以上 20名 3000 11月8日(日)
入門コー ス 午後6時30分"-'9時30分 円 午前9時から

パソコン教室

住民票等の自動交付機の休止停1321:):2235Tf2322?:説522:25
自動交付機が終日休止となりますo .問い合わせ 情報推進課(固③8241)
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景観づくり講演会 入場無料

『人・町並み・小さな旅』
.講師

NHKラジオセンター・チーフディレクタ一

室町澄子さん

10月 27 日 (刈午後 1 時30分~/上田市文化会館ホール
・内容
①上田市都市景観賞表彰式②色彩講座受講者によるタウンウォッ
チング報告③室町澄子さんの講演
・問い合わせ 景観建築課(固@5430)

河川への不法投棄パトロールを実施
生活環境課(固③51 20) 

上小地区の市町村で活動してる「信濃川を守る協議会上田ブ

ロックJでは、河川への不法投棄の現状や回収を目的として、

10月28B ~J<)に県下一斉秋の河川|パトロールを実施します。

上田市では予想外の台風到来で、河川の不法投棄物の漂着が

目立ち、景観が損なわれているところが見られます。

台風シーズンに備え、風水害による河川へのゴミ等の流出を

ふせぐため、放置せず事前に適切な処理を心がけましょう D
1969年東京女子大学英

米文学科卒業。周年N

HKにアナウンサーと

して入局。以後、東京

アナウ ンス室に勤務し、

「スタジオ102J1女性

手帳J1趣味の園芸」

「ニュ ースセンタ 630J 
17時のニュ ースJ1小
さな旅」などを担当。

1993年ラジオセンタ ー

に移る。 現在は、チー

フ・ディレクタ ーとして番組制作に当たる。 また、

第 1、第 3、第 5木曜日「ラジオ深夜便jのアンカー

も務めている。※「小さな旅」を担当していた当時、

上田市を取材のため訪れています。

室町澄子さん

ω歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に

ヨ
ガ
教
室
を
開
催

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
固
⑧
4
1
1
9
)

市
内
在
住
の

ω歳
以
上
の
か
た
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

マ
と
き
日
月
刊
日

ω・
同

μ
日

ω・
ロ
月
8
日
閃
・
同
M
日
嗣
・
来

年
1
月
ロ
日

ω
・
同
部
日

ω
(時
間

は
午
後
1
時

ω分
1
2
時
刊
分
)

マ
場
所
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
講
師
赤
羽
あ
け
み
さ
ん
マ
そ

の
他
運
動
の
で
き
る
支
度
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

可
さ
さ
ら
の
』
ち
ぎ
り
絵
講
習
会

参
加
者
募
集
/

農
林
課
(
固
⑧
5
1
2
4
)

さ
さ
ら
の
湯
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
上
田
市
農
林
漁
業
体
験
実
習

館
で
、
ち
ぎ
り
絵
の
基
礎
に
つ
い
て

の
講
義
と
実
技
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
こ
ろ
上
田
市
農
林
漁
業
体
験

実
習
館
(
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
)

「ふるさと上田の風景」

写真展の作品募集

景観および花と緑のまちづくりに対す

る啓発活動の一環として、「ふるさと上

田の風景J写真展の作品を募集します。

マテーマ 市内で撮影した景観・緑化

に関する作品(山や川、田園などの自然

風景。花や緑のある風景。古いまち並み

など歴史・文化的な遺産。上信越道や北

陸新幹線に代表される新しい都市景観な

ど) マサイズ カラープリン卜四ツ切

り マ期限 11月12自体)マ提出先景

観建築課(本庁舎4階・固③5430)
マ写真展 11月19Bcボから同23日(月)ま

で、中央公民館展示室で、小学生が描いた

「風景絵画展Jと同時開催の予定です。

マその他 ①応募点数は一人5点まで‘。

②画題、撮影場所、住所、氏名、電話番

号を書いて、写真の裏側に貼ってくださ

い(のり付けは作品を傷めます)③応募

者全員に記念品を贈呈。作品は展示後お

返しします。

研
修
室

マ
講
師
西
沢
玉
絵
さ
ん

マ
受
講
料

2
0
0
0
円
(
全
ロ

回
分
)
マ
材
料
費
色
紙
代
等
の

実
費

(
l
作
品
約

2
0
0
0
円
)

マ
定

員

先

着

初

名

マ

日

程

日

月
4
日
制
l
来
年

3
月
(
計
ロ
回
)
、

毎
月
第
1
・
第
2
水
曜
日
午
後
1
時

ω分
1
4時
叩
分
マ
開
講
式
(
第

1
回
)

日
月

4
日
制
午
後
1
時
初

分
か
ら
(
筆
記
用
具
、
受
講
料
、

1

作
品
分
の
材
料
費
を
持
参
)
。

上
田
市
震
鴎
使
用
者

補
充
募
集
し
ま
す(

固
⑫
5
1
2
0
)

上
田
市
霊
園
の

5
区
画
に
つ
い
て

補
充
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
住
所
が
あ

り
現
在
墓
地
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
か
た
①
遺
骨
を
預

け
る
所
が
な
く
、
自
宅
に
安
置
し
て

あ
り
、
墓
地
を
必
要
と
す
る
か
た

②
遺
骨
を
親
戚
や
知
人
な
ど
の
墓
地

に
仮
埋
葬
さ
れ
て
い
る
か
、
も
し
く

生
活
環
境
課

は
寺
社
な
ど
の
納
骨
堂
に
預
け
て
あ

り
、
墓
地
を
必
要
と
す
る
か
た
マ

申
し
込
み
期
間
口
月
刊
日

ω
i同

初
日
働
マ
そ
の
他
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

各
種
統
計
糠
査
を
実
施
す
る

『
統
計
調
査
員
』
を
募
集

情
報
推
進
課
(
固
⑫
8
2
4
1
)

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
を
実
施

す
る
際
に
必
要
と
な
る
、
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。
報
酬
は
、
調
査
の
内

容
、
件
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

1
回
に
つ
き
お
お
む
ね

3
1
7
万
円

程
度
で
す
。

マ
応
募
資
格
①
市
内
に
在
住
の

mlω
歳
ぐ
ら
い
で
、
調
査
に
熱
意

が
あ
り
、
健
康
な
か
た
②
責
任
を

持
っ
て
最
後
ま
で
調
査
事
務
を
遂
行

し
て
く
だ
さ
る
か
た
③
調
査
時
に

知
り
得
た
秘
密
の
保
護
に
信
頼
あ
る

か
た
④
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直

接
関
係
の
な
い
か
た
マ
応
募
締
め

切
り
日
月
間
日
叩

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A

刊
月
の
セ
ミ
ナ
ー

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
(
固
⑩
1
0
0
0
)

-
簡
単
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

マ

と

き

日

月

7
日
出
午
後
1
時

加
分
1
3時
初
分
マ
受
講
料

1

5
0
0円
マ

定

員

初

級

者

団

名

・ホl
ム
ペ
l
ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

マ
と
き

日
月
8
日
目
午
前
日
時
i

午
後

4
時

マ

受

講

料

4
0
0
0

円

マ
定
員
初
級
者
間
名
(
ワ
ー

プ
ロ
経
験
者
)

-
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
写
真
加
工
入
門

マ
と
き
日
月
日
日
目
午
後
1
時

初
分
1
4
時
叩
分
マ
受
講
料

2

0
0
0
円

マ

定

員

初

級

者

間

名

市
職
員
人
事

-
参
事

マ
健
康
福
祉
部
参
事
(産
院
院
長
)
田
口
良
雄

・
課
長

マ
企
画
課
長
(
観
光
課
長
)
中
村
明
久

マ
秘

書
課
長
(税
務
課
長
)
田
鹿
征
男

マ
税
務
課

長
(庶
務
課
長
)
大
滝
登
志
夫

マ
中
央
解
放

会
館
長
兼
務
を
解
く
(人
権
同
和
対
策
課
長
)

草
井
袈
裟
弘

マ
福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所

次
長
(秘
書
課
長
)
土
屋
朝
義

マ
産
院
院
長

(産
院
副
院
長
)
甲
藤
一
男

マ
産
院
事
務
長

兼
乳
児
院
長
(福
祉
課
長
)
関
陽

マ
観
光
課

長
(交
通
対
策
課
長
)
手
塚
一
彦

マ
交
通
対

策
課
長
(
産
院
事
務
長
)
長
沢
知
能
…

マ
庶
務

課
長
(企
画
課
長
)
小
出
俊

-
課
長
補
佐

マ
兼
財
団
法
人
上
田
市
地
域
振
興
事
業
団
派

遣
(街
区
振
興
課
課
長
補
佐
兼
街
区
振
興
担

当
係
長
)
手
塚
正
明

-
係
長

マ
中
央
解
放
会
館
次
長
兼
務
(人
権
同
和
対

策
課
人
権
同
和
対
策
係
長
)
志
摩
賢
一

[10J 70.70.76. 

.11月の粗大ごみ回収日

11月21日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



①
契
約
は
一
回
ず

つ
独
立
し
た
も
め

ご

注

意

く

だ

さ

い

/

で

す

。

巧

み

な

セ

ー
ル
ス
ト

l
ク
に

「
講
座
ス
土
商
法
与
一
次
被
害
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
自
q
u
9
9
8)

②
資
格
を
取
る
取
ら
な
い
は
本
人
の

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

自
由
で
す
。
必
要
の
な
い
場
合
は
、

何
年
も
前
に
資
格
取
得
講
座
な
ど
は
っ
き
り
断
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

の
契
約
を
し
た
人
に
対
し
、
そ
の
時
③
一
度
承
諾
す
る
と
、
繰
り
返
し
勧

の
契
約
に
関
連
付
け
て
新
た
な
契
約
誘
さ
れ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
可
能

を
勧
め
る
商
法
が
増
え
て
い
ま
す
。
性
が
あ
り
ま
す
。

電
話
で
「
あ
な
た
は
ま
だ
資
格
を
④
セ

ー
ル
ス
ト

l
ク
を
う
の
み
に
せ

取
得
さ
れ
て
い
な
い
。

O
O講
座

も

ず

、

書
類
を
出
す
場
合
は
良
く
確
認

や
ら
な
い
と
終
了
に
な
り
ま
せ
ん
」
し
て
か
ら
記
入
す
る
こ
と
が
大
切
。

と
か
「
や
る
気
が
な
い
の
な
ら
登
録
⑤
ク
1
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
活
用
を
。

抹
消
料
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
電
話
勧
誘
に
よ
る
契
約
の
場
合
、
業

と
言
葉
巧
み
に
勧
誘
さ
れ
ま
す
。
い
者
か
ら
書
類
が
届
い
た
日
か
ら

8
日

わ
れ
る
ま
ま
に
返
事
を
し
、

1
年
半
間
以
内
に
所
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば

く
ら
い
の
聞
に

5
件
も
の
契
約
を
さ
無
条
件
解
約
に
(
指
定
商
品
に
限
る
)。

せ
ら
れ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、
早

.
勧
誘
さ
れ
た
と
き
の
注
意
点
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

討
副
コ
引U
U
一
一
・
{
疋
業
続
み

一
主
主
浦
一時

5
一
一
己
目
た
持
込

一兼一兼
一時
一日

一二

4
7
し

詳

し

扇

面

」

軒

工

一

二

を

定

申

申

」
白
石
「

ki--
者

指

の

の

U
E「
「ー
七
二
び
者
で
ヘ
事

一肌
一
問
団
側

一
一
一
よ
葉
市
柿
ェ

一」
」
1
一
九
』
三
お
事
臥
劃
亡

。

配
匝
叫
町
一
一
庖
事
一
立
宗
一
肌
鞘

一川一州
市川
一
則

一
一
一
事
工

置

指

ま

だ

工

片

門

戸

己

一

一

エ

置

装

ぶ

し

く

流

出
司
盟
団
に
一
一
一
定
濃
跡
品
…
閉
山
一
昨

日
一
七
一
川
氏
一川
町
一二

指

亦

び

ま

い

頼

球

二

2
2
一
同
一
削
二
一
一
首
込
国
よ
き
さ
依

1

0

布
団
開
示
日
三
郎
副
お
で
つ
接

A

一望柳
一郭
一応
正
二
・
3
d刃
事

工

い

直

{

二噌
一字
幅
一川

一
一
一
一
下
旨
工
施
を
ヘ
定

。
一洋

E
一期
一目

立

二

.
L
T
備

と

等

者

指

穴
一
間
百
一校
行
田
一
二

L
設
い
事
業

1

よ
判
正
十
一判

R
I
…

…

し

林

伐

司

開

附

民
医
出
ゆ
〕
一
一
新

t
宕

き

肘

E

E 

手
育
rLJ
サ
ー
グ
ル
の
教
競
争
/

市
内
に
居
住
し
、
未
就
園
の
乳
幼
児
を
持
つ
か
た
が
集
ま
り
、
自
主
的
に

活
動
し
て
い
る
「
サ
ー
ク
ル
」
を
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
登
録
し
て

い
た
だ
い
た
サ
ー
ク
ル
に
は
、
子
育
て
情
報
の
提
供
、
子
育
て
に
関
す
る
講

演
会
や
講
習
会
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
た
い
か
た
、
サ
ー
ク
ル
に
入
り
た

い
か
た
の
連
絡
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
申
し
込
み
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
(
南
部
保
育
園
内
固
⑫
3
0
9
6
)

編
劇
f

ハ
の
務
第

r

「オ
フ
ィ
ス
や
ま
い
も
」
に
よ
る
人
形
劇

『
あ
い
さ
つ
す
き
ら
い
な
王
様
』

ほ
か
の
公
演
で
す
。

ー

マ
と

き

什

月

6
日
働
午
前
叩
時
開
演

(
9
時
初
分
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。
早
め
に
ご
来
場
を
)
マ
と
こ
ろ
南
部
保
育
園
ホ
ー
ル

マ

対
象
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
利
組
(
内
容
は
2
歳
以
上
向
き
)

マ
入

場

料

無

料

マ
申
し
込
み
叩
月
刊
日
制
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(
南
部
保
育
園
内
固
⑫
3
0
9
6
)
で
受
け
付
け
(
先
着
利
組
)
。

t 平成10年度地価調査結果 1 

このほど県から地価調査が発表されました。地価調査

は、国土利用計画法による土地取引の規制を適正かっ円

滑に実施するため、同法施行令第9条第 1項の規定によ

り、県知事が毎年1回基準地を調査し、その結果を公表

するものです。これは、国の行う地価公示と併せて一般

の土地を売買する際の目安となる価格です。市役所用地

調整(市役所4階)、支所、市立図書館で閲覧できます。

問い合わせ用地調整(固③8245)

・地価調査基準地価格表[基準地 1niあたりの価格(円/ば)] 

基準地の所在および地番
平成10年 平成9年

基準地の

ならびに住居表示 利用の状況

材 木町 1丁目 132番 2
145，000 146，000 住宅

「材木町 1-12-18J 
大字諏訪形字南中田、964番11 85，900 85，900 住宅

大字小島字埴田 342番 17 53，800 53，800 住宅

中央西 1丁目6407番4外4筆
135，000 138，000 住宅

「中央西 1-5-8J 
大字上塩尻字長走347番5外1筆 60，300 60，300 住宅

大字中之条宇津中 1032番54 73，700 73，600 住宅

大字中野字金坪下112番 1 59，500 59，500 住宅

大字古里字 天 笠 1950番 12 90，600 90，600 住宅

大字倉久保字村東 1476番目 67，400 67，400 住宅

大字築地字堀ノ内 102番 34 58，100 58，000 住宅

大字富士山字ニ門寺3090番 1 42，600 42，600 住宅

大字 上 田 字中丘 1491番 8 91，500 91，500 住宅

大字上野字番匠町355番32 78，500 78，500 住宅

大字倉久保字中村135番 1 43，900 43，900 田

中 央 3丁目 5783番 1
280，000 320，000 庖舗兼住宅r .-h 0+.門 r、 4マ l

工事庖名 営業所所在地 電話番号

ミヤモリ(柑サクスイ 佐久市大字岩村田3112 0267-67-3000 
(欄エ 一 ス 北佐久郡立科町大字芦田2597 0267-56-3737 
信州うえだ農業協同組合 上田市大手2-7-10 23-4040 
池 田 設備 上田市大字神畑1166-12 27-5625 
(有)荒井設備 小県郡東部町大宇和1883 62-1 6 1 5 
(有)東洋管設 よ田市大字上野1172-73 27-7741 

旦下i窒-備 埴科郡坂城町大字南条1792-1 82-5545 

家
庭
用
計
最
器

無
料
精
度
診
断
を
行
い
ま
す

商
工
課

(固
⑫
5
3
9
5
)

市
で
は
、
身
近
な
計
量
器
に
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
血
圧
計

(
デ
ジ
タ
ル
除
く
て
体
温
計
、
ヘ
ル

ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

の
無
料
精
度
診
断
を
行
な
い
ま
す
。

会場・時間

11月2日(月)

.日程表

月日

.新たに指定した指定給水装置工事事業者

工事事業者名 住 所 電話番号

石巻設備 小県郡真田町大字傍陽745-1 73-202 1 

宮下設備 埴科郡坂城町大字南条1792-1 82-5545 

金津工業側 長野市大字中御所岡田町157-1 026-226-5222 

(有)東洋管設 上田市大字よ野1172-73 27-7741 

東示理工器 (柑 上田市大字殿城874-1 24-1794 

協同設備側 埴科郡坂城町大字中之条993-7 82-5770 

川崎設備 上田市常磐城4-14-1 24-5393 

市役所計量検査室

午前9時~正午

午後1時~午後3時

11月4日(水)

今回掲載したのは新規に指定された業者です。全指定業者名をお

知りになりたい場合は、計画管理課(困1853)までお問い合わせ
くださ L、
.テレホンガイドうえだ関連情報 固@8888・水道工事ーコード

NO.320、下水道工事・・・コードNO.331o また指定業者の名簿をファク

スで取り出せます。 j検査室は西庁舎 1階です。

11月5日(木)

11月6日(劃

11月7日(土)…ツルヤ岩下底、マツヤ上回J5(JlI西)、社会福祉協議会東側駐車場
11月14日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖

11月21日(土)…マツヤ上田インター庖、やおふく上堀庖

11月28日(土)…ジャスコ上田庖、しおだ野ショッビングセンター

-ウィ ークエンドリサイクル11月の日程
回収時聞は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう O10.10.16 
「
l
l
J

d
E
E
E
-

a
E

・・
「
l
l
L



.ゲスト

園府田マリ子

(女優・声優)

1 1月8日(日)午前10時30分~

上田市文化会館

.上映作品

地球が動いた日

友情

Looking For 

東京夜曲

1 1月7日(土)午前10時30分~

上田市文化会館

.上映作品 .ゲスト

姿三四郎 岡本喜八

銀嶺の果て (映画監督)

狂った果実

悪名

うなぎ

マうえだ

日前司
目映協フィルムセレクション

11月7日{主)・ 8日(目)

今回の「映画祭」は、 2日間で9本の

映画を上映し、 2人のビッグなゲストを

招いて開催します

1日目は、上田で口ケされた映画「姿

三四郎」や、今昔の名作をそろえた大人

向けのフ。ログラム。 2日目は、アニメ

「地球が動L、た日」や「友情」などファ

ミリ一、若者向けです。

SBC上田放送局・上田市役所受付・文化会館・市民会館・図書館 ・

博物館・信濃国分寺資料館・市内各公民館・教育委員会文化課

bチケット料金 2日券=2，000円、 1日券=1，500円 (前売り=1，200円)、

大学生=800円、高校生以下=500円
文化課固⑫ 5102・SBC上回放送局固⑫ 2141せ

卜

わ

ケ

い
チ

問

h

v

b

 ・-----
教育地

域
学
講
座

「
わ
が
ま
ち
上
田
」

中
央
公
民
館

(固
⑫
0
7
6
0
)

マ
と
き
日
月
お
日
側
午
後

7
時

1
8
時
初
分

マ
と

こ

ろ

中

央

公

民
館

マ
内
容
「
上
田
の
企
業
に

聞
く
」
:
・
上
田
に
は
特
色
の
あ
る
活

動
を
し
て
い
る
生
産
企
業
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
企
業
の
視
点

が
、
私
た
ち
に
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

マ
講
師
・

発
表
者
長
野
大
学
教
授
・
表
秀
孝

さ
ん
(
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
)
、
日

信
工
業
側
担
当
者
マ
受
講
料
無

料

マ
申
し
込
み
中
央
公
民
館
へ
。

当
日
参
加
も
可生け花

身近な材料でいける
クリスマス・お正月の花

学
校
開
放
生
涯
学
留
教
室

「
う
え
だ
国
際
交
流
講
座
」
開
講

生
涯
学
習
課

(固
⑫
5
1
0
4
)

身
近
な
教
育
施
設
の
小
中
学
校
を

活
用
し
た
生
涯
学
習
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
第
二
中
学
校
の
特

別
教
室
を
主
会
場
に
、

「
出
会
い
・

交
流
・
理
解
」
を
テ

l
マ
に
し
た

「
う
え
だ
国
際
交
流
講
座
」
を
企
画

し
ま
し
た
。

A
E
T
(英
語
指
導
助
手
)
、
国

際
交
流
員
、
在
日
外
国
人
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
外
国
の
か
た

た
ち
と
ふ
だ
ん
着
の
国
際
交
流
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
語
学
力
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

マ

会

場

第

二
中
学
校

(
L
L
教

室
・
木
工
室
・
体
育
館
)
、
中
央
公

民
館
ほ
か

マ
対
象
お
お
む
ね
日

歳

以

上

の

か

た

マ

定

員

(

申

込

11月28日(土)午後1時州

旧童教師館(下之郷・リサ引ーク

1人1，000円
(材料費含む)

じ>定員 30人(先着順〉

じ>講師今をいける会会員

じ>持ち物 はさみ、石2個(にぎり

こぶし大入レジ袋(お持ち帰り用)

b申し込み 10月26日(月)から文化課

(固③51 02)で受け付けますO

じ>参加料

順

)
1
1
3回
は
各
国
約
別
人
、

4

1

6
回
は
各
国
約

ω人、
7
回
は
定

員
な
し

マ
受

講

料

無

料

(た
だ

し
、
内
容
に
よ
り
実
費
徴
収
あ
り
)

マ
申
し
込
み

電
話
で
生
涯
学
習

課
へ

国「うえだ国際交流講座」日程・内容

回 日 時 内 毛町相ま・

1 110月28日(*)18:30-20:30 開講式・ AETの企画による交流会①

2 11月4日(*)18:30-20:30 国際交流員の企画による交流会

3 11月11日(水:)18:30-20:30 AETの企画による交流会②

4 11月21日(土)9:00-16:00 視察研修による交流会

5 11月28日(土)13:30-15目30伝統文化による交流会①

6 12月7日(月)18:30-20:30 伝統文化による交流会②

7 12月14日(月)18:30-20:30 国際交流の集い(フォーラムほか)・閉講式

「

B
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
購
座
」
公
開
購
座

中
央
公
民
館

(固
⑫
0
7
6
0
)

マ
テ

l
マ
「
日
本
語
で
生
活
し

て
・
:
」
外
国
出
身
の
か
た
が
た
の
日

本
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け
や
、
日
本
で

の
生
活
な
ど
を
お
聞
き
し
、
国
際
理

解
の
一
歩
と
し
ま
し
ょ
う
。

マ
と

き

日

月

M
日
出
午
後

2
時

1
3時

ω分
マ

と

こ

ろ

中

央

公

民

館

マ
発
表
・
助
言
者
上
田
女
子
短
期

大
学
助
教
授
・
大
橋
敦
夫
さ
ん
(
コ
バ|

[12J 

デ
ィ
ネ

l
タ
l
)
、
市
内
日
本
語
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
学
習
者
、

上
田
女
子
短
期
大
学
留
学
生

マ
受

講

料

無

料

マ
申

し

込

み

中

央

公
民
館
へ

。
当
日
参
加
も
可

10.10.16 

上
小
地
区
間
際
交
流
日
本
語
講
座

日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
募
集

上
小
地
方
事
務
所
総
務
課

生
活
環
境
係
(
固
⑧
7
1
1
3
)

在
住
外
国
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

日
本
語
を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き
毎
週
日
曜
日
午
後

1
時

ω分
1
3時
別

分

マ

と

こ

ろ

上

田
創
造
館

マ
対
象
で
き
れ
ば
月

2
回
以
上
参
加
で
き
る
か
た
マ
申

込

期

間

随

時

マ
申

し

込

み

上

小
地
方
事
務
所
総
務
課
生
活
環
境
係

へ第
刊
日
間

上
小
児
童
生
徒
交
歓
作
品
展

東
塩
田
小
学
校
・
田
中
房
恵

(固
⑧
2
7
1
7
)

上
小
地
区
小
中
学
校
の
特
登
子
級
・

養
護
学
校
に
、
在
籍
ま
た
は
通
級
し

て
い
る
児
童

・
生
徒
の
作
品
(
図
画
、

習
字
、
工
作
、
研
究
、
作
物
な
ど
)

を
展
示
し
ま
す
。

マ
と

き

日

月

間

日

ωi口
日

ω

午
前

9
時

i
午
後

5
時
(
た
だ
し
、

打
日
は
午
後

3
時
ま
で
)

マ
と
こ

ろ

上

回

創

造

館

マ

入

場

料

無

汁
す

叫
芹
!



開催中

のれんひきふだ

看板・暖簾・引札
一昔の上田の商家に見る一

江戸時代以来の商家の庖先の特徴は、看板と暖簾

にありますO また、古くからの宣伝の手段としては、

ほかに今日の広告・チラシにあたる引札がありまし

た。 これにも正月用引札など、今でも目をみはるよ

うなきれいな色彩のものがあります。

この展覧会では、上田の町を中心に、現在の上田

市域の江戸時代から昭和戦前までの看板・暖簾・引札

を計約200点展示しています。上田の商業史や、そ

れぞれの時代の世相・風俗の一端をうかがうよすが

にしてみてはし 1かがで、すか。

じ>会期

1 1月15日(日)まで
(会期中無休〉

博物館企画展

体育課圃⑫5105

薬屋のつい立て看板(明治期のもの)

聴講無料

じ>入館料

通常料金 (大人250

円ほか。市内の小・

中・高校生は無料〉

フォークダンス教室

上田フォークダンスクラブでは、老若男女だれでも参加で

きる楽しいフォークダンス教室を開催しています。

bとき 毎週火曜日(通年開催中)午後7時"'9時 bと

ころ農村環境改善センタ-[>対象市内在住か在勤の一般

男女 じ>定員 30人 じ>参加料月1.000円 b申し込み

開催日に会場へフォークダンスのできる服装でお越しくだ

さい。じ>持ち物上履き用運動靴 b問い合わせ固@0796

(矢島)※川西教室・塩田教室も開催中です。

|アクアプラザ上田のお知らせ
アクアプラザ上回目⑫2626

-記念講演会

「看板一近世上田の商家一」

じ>講師尾崎行也さん

bとき 11月 1日(日)午後1時30分~

bところ 観光会館 (上回公園前) 2階会議室

田展示説明会

bとき 10月20日伏)午後1時30分~

11月7日仕)午後1時30分~

※展示解説図録 0000円)も販売中です。

絵
本
入
門
講
座

受
購
者
募
集

(
初
年
後
期
)

必
要
で
す
。
託
児
は
講
座
隣
室
で
行

い
ま
す
。

大
学
生
と
交
流
し
よ
う
/

「
信
州
の
学
海
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

生
涯
学
習
課

(固
⑫
5
1
0
4
)

マ
と
き
日
月
お
日
働
午
後
3
時

i

マ
と
こ
ろ
中
央
公
民
館

マ

内
容
東
京
大
学
の
社
会
教
育
調
査

演
習
に
参
加
マ
講
義
「
上
田
の

風
土
と
美
術
館
の
あ
る
風
景
」
窪
島

誠
一
郎
さ
ん
(
信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
)
、

「
歴
史
と
文
化
を
生
か
す
社
会
教
育
」

黒
坂
周
平
さ
ん
(
塩
田
文
化
財
研
究

所
)
、
コ
メ
ン
テ

l
タ

l
・
佐
藤
一

子
さ
ん
(
東
京
大
学
大
学
院
教
授
)

マ
申
し
込
み
生
涯
学
習
課
ヘ

[13J 

図
書
館

(岡
②
0
8
8
0
)

マ
期
日
①
日
月
4
日
側
②
日
月

日
日
附
③
日
月
間
日
制
④
ロ
月
2
日

附

マ
時
間
午
前
日
時
1
日
時

マ
場
所
市
立
図
書
館

マ
講
師

山
浦
美
幸
さ
ん

マ
内
容
お
す
す

め
絵
本
の
紹
介
、
絵
本
の
選
び
方
な

ど

マ
定
員
先
着
初
人

マ
申
し

込
み
日
月
白
日
出
ま
で
に
、
図
書

館
の
受
付
で
所
定
の
申
し
込
み
用
紙

に
記
入
、
ま
た
は
電
話
で
図
書
館
へ

マ
そ
の
他
お
子
さ
ま
連
れ
の
か

た
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
損
害
保

険
料

(
1
人
4
回
分

8
0
0円
)
が

.初心者水なれ教室

じ>期日 11月4日'"12月16日の毎週水曜日(水曜コース・

全7回)、11月10日'"12月22日の毎週火曜日ωく曜コース・

全7回) じ>時間午後2時"'2時50分 じ>定員一般コー

ス(59歳以下)各曜日ごと10人・高齢者コース(60歳以上〉

各曜日ごと10人(応募多数の場合は抽選) じ>参加料入

館料のほかに、保険料・キャ ップ・写真代など2，000円

b申し込み 10月29日(ボ(必着)までに、官製はがきに、

郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、電話番号、希望の

曜日コース名、現在・過去にかかったことのある病名を

記入し、アクアプラザ上田・教室係(干386-0042上田市

上塩尻623)へ [>その他現在、病気にかかっているか

た(高血圧・心疾患など)または医師から運動を禁じられ

ているかたは参加できません。過去に教室に参加された

かたはご遠慮、くださし、

・夜間初心者水なれ教室

じ>期日 11月6日'"12月22日の毎週火・金曜日(週2回

コース・全14回) じ>時間午後7時"'7時50分 じ>定員

先着10人 [>参加料入館料のほかに、保険料・キャッ

プ・写真代など2，000円 b申し込み受付窓口へ b受

付期間 10月19日(月)"'30日佳)ただし、 10月15日"'31日は

臨時休館中のため、受け付けは月曜日~金曜日の午前10

時~午後5時のみ じ>持ち物参加料、印鑑

.夜間水中運動教室

bとき 11月5日(桐・ 19日(ボ午後7時"'7時50分 b 
対象 40代"'70代のかた [>定員先着20人 じ>参加料

入館料のほかに、レッスン料100円 b申し込み電話か

受付窓口へ

・夜間水中エアロ教室

bとき 11月9日(月)・30日(月)午後7時"'7時50分 じ>対

象 20代以上のかた [>定員先着20人 じ>参加料入館

料のほかに、レッスン料100円 b申し込み当日受け付

け

10.10.16 
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『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

月24日(土)は検査センターが機械点検のため検査ができ

ませんので他の自にご受診ください)0

※病院・医院で大腸検診を受けたかたは、秋から始ま

る大腸集団検診は受けられません。 1年に 1回の検診

をお願いしますO

.テレホンガイドうえだ関連情報

ド、NO.522

D U G H 

ド
T L A E H 

固@8888コー

-お出かけください

お産の不安を和らげる「母親学級Jへ

| 健康推進課(固⑫8糾 I 

圃基本健康診査と大腸検診受診のおすすめ

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み育てていくためのお手伝いをさせていただく

母親学級です。予約は不要ですので、直接お出かけく

ださし iO

じ>対象 妊娠中の人 (出産予定日平成11年 2月・ 3

月) c>ところ 塩田母子健康センター (固⑧314

9) じ>持ち物母子健康手帳・筆記用具 じ>その他

テキスト代 500円 b問い合わせ 健康相談室

(固⑫4100・困1378)、健康推進課(圃⑫82

44) c>テレホンガイドうえだ関連情報 固⑫ 88
88コード、NO.51 1 

圃母親学級の日程と内容

回l月日 内容

自己紹介(仲間づくり)
お母さんの栄養11月4日嗣 |
赤ちゃんの栄養
(母乳の話・おっぱL、の手入れ)

妊婦体操と呼吸法(実演)2111月11日(71<)1
お母さんと赤ちゃんの歯を守るために(実演)

赤ちゃんの生活と保育3111月18日(水.)1 ~ 赤ちゃんのおふろの入れ方(実習)

※時間は午後 1時30分""'4時(受け付けは午後 1時から)です。
※2回目の持ち物は、ハブラシ、コップ、手鏡です。

※第2子以降の出産をされるかたも参加できます。ただしお子
さん連れの参加はご遠慮くださL、。

今年度申し込まれたかたには、受診票を郵送しまし

た。もう、お受けになりましたか?

昨年度は受診者5370人のうち約3分の lが高脂

血症であり、年々貧血や糖尿病も増えてきています。

成人病は生活習慣病ともいわれ、知らないうちに発

病している場合があります。 1年に 1回は健診を受け、

自分の生活を見直しましょう O

市内のかかりつけ病院・医院(長野病院を除く)で

受けられますO

c>対象 40歳以上の上田市民 c>料金 ①基本健康

診査 41 '""69歳… 1000円、今年度40歳・ 70歳以上…

無料 ②大腸検診全員400円

基本健康診査は 1人7455円かかる検査が 100

O円でできますので、ぜひ、ご利用ください。

2月に申し込みをされなかったかたも受診できますO

病院・医院の窓口へお申し込みください(土曜日の午

後・日曜日および祭日は、受けられません。また、 10

[14J 

.~、.

#.  

[>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・
1歳6か月児・ 3歳児〉…午後 1時""2時 ②2歳児教

室…午後 1時""1時15分 じ>持ち物 ①乳幼児健康診

査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、

赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4か月・10
か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入してお持ちくださ liO 3歳児は、健康診査
・川商社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

票と視聴覚検査のアンケートをお送りしますので、ご

記入のうえ、お持ちください。また、尿検査の容器も 1 4カ月 I 11月27日 | 10.6.16~7.15 
I 10ヵ月 I I n L /  U 9 .12.16~ 10. 1 .15 

お持ちくださし 1。 ②2歳児教室…母子健康手帳、お

たずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代(実費)、お .塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

ゃっ用はし・スプーン・フォークなどとお皿 11歳6カ月 I 11月17日 9. 3 .16~ 5.15 

10月1日付け「広報J8ページ『各ホール イベント案内』に誤りがありありました。10
月25日旧)の上田市文化会館の催し『第1回全国国分寺シンポジウム』の入場が「無料」と
ありますが、「資料代1000円」がかかります。訂正し、おわびします。

健康診査 実施臼 生年月日

4ヵ月
11月10日 10. 6 .16~ 6.30 
11月18日 10.7. 1 ~ 7.15 

10カ月
11月5日 9.12.16~12.31 

11月25日 10.1 .1 ~ 1.15 

1歳6カ月
11月12日 9 . 4 .16~ 4.30 
11月26日 9.5.1 ~5.15 

3歳
11月6日 7.10.1 ~10.15 
11月20日 7 .10.16~10.31 

2歳児教室
11月4日 8-.8.1 ~8.15 
11月24日 8.8.16~8.31 

10.10.16 

置主~歪亙盈錨圃
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日
C 

開 Cト
o 

》 ・上田市教育委員会

13歳から17歳の少年少女34人の「ルーマニア少年少女合唱

団」が、 9月26日上田市民会館で公演。上田市少年少女合唱

団と信州国際音楽村児童合唱団もこれに参加し、合同で合唱

しました。

公演終了後には、それぞれの合唱団と音楽関係者が参加し

て交流会を聞きました。また、この公演を前にした25日には、

ルーマニア合唱団の皆さんが南小学校を訪れ、全校児童との

交流会も聞かれました。

中
国
の

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
と
交
流
試
合

[15J 70.70.76 

卓球を通じて友好を深め、さらに技術の向上を図るため、

日本と中国のジュニア卓球選手による「日中友好ジュニア卓

球交流大会」が10月4日、自然運動公園体育館で聞かれまし

fこO

中国河北省からジュニア卓球代表団12人を迎え、東信地区

の中・高校生8人が交流試合を行いました。

この大会は、長野県と河北省の友好提携15周年を記念して

聞かれたもので、上田市を含め県内5地区で行われました。



さ
ま
ざ
ま
な
土
木
工
事
や
建
設
工
事
に
伴
い
、
発
掘
調
査

が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
歴
史
の
空

白
を
埋
め
た
り
、
定
説
を
く
つ
が
え
す
発
見
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
は
、
工
事
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る

遺
跡
を
、
記
録
に
と
ど
め
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
「
記

録
保
存
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
こ
う
し
た
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
次
々
と
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ら

埋蔵文化財
最近の
発掘調合か

太
田

現場では毎日、おおぜいの作業員が遺跡を発掘して

います

• 
法
楽
寺
遺
跡
の
発
掘
調
査

太
田
・
法
楽
寺
遺
跡
は
、
上
田
市
の

北
束
、
殿
城
地
区
の
大
字
林
之
郷
か
ら

大
字
下
郷
に
か
け
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
(
図

1
)
。

現
在
、
こ
の
遺
跡
で
は
、
発
掘
調
査
が

平
成

7
年
度
か
ら
約

5
万
2m
に
わ
た
っ

て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
後
期
か

ら
平
安
時
代
(
約

1
8
0
0
1
8
0
0

年
前
)
の
集
落
の
跡
と
、
た
く
さ
ん
の

土
器
や
石
器
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。殿

城
地
区
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
の

遺
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
浅
間
サ
ン
ラ

イ
ン
や
ほ
場
整
備
の
工
事
に
伴
っ
て
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
平
成
元
年
に
行
っ
た
八
千
原
遺

跡
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
中
j
後
期

(約

5
0
0
0
1
3
0
0
0
年
前
)
の

敷
石
住
居
跡
(
写
真
1
)
が
多
数
発
見

さ
れ
、
県
内
で
も
有
数
の
縄
文
時
代
の

土器は破片となってばらばらに出てきます

[16J 10.10.16 
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集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
南
の
林
之
郷
遺
跡
で
は
、
古

墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
(
約

1
7
0
0

1
8
0
0年
前
)
に
わ
た
る
大
集
落
の

跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
成
果

樹
今
回
の
遺
跡
の
調
査
で
は
、
現
在
ま

原
で
の
と
こ
ろ
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
平

府
安
時
代
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡
が

紅

5
0
0件
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
別
件
、

風

土

坑

や

ピ

ッ

ト

と

呼

ば

れ

る

穴

が

砧

5
0
0
0件
、
井
戸
が

3
件
、
溝
跡
が

一
敷
別
件
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

…
り
弥
生
時
代
の
集
落
跡
の
発
見
は
、
殿
城

一
環
地
区
に
お
け
る
縄
文
時
代
中
期
か
ら
現

一

σ
代
ま
で
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
発
見
と
な
り

一

ま
し
た
。

一

ま
た
、
ひ
と
つ
の
遺
跡
で
井
戸
(
写

…

真

2
)
が

3
つ
も
発
見
さ
れ
た
の
も
珍

…

し
い
こ
と
で
、
集
落
に
お
け
る
住
居
や

一

溝
、
井
戸
の
位
置
関
係
の
解
明
に
、
た

向

い
へ
ん
参
考
と
な
る
発
見
で
す
。

ん

も
っ
と
も
大
き
な
発
見
は
、
「
法
楽

戸
寺
」
の
地
名
の
と
お
り
、
こ
の
調
査
地

一
ま
に
お
寺
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た

一
割
こ
と
で
す
。
こ
の
遺
跡
の
周
辺
に
は

一
間
「
耕
一
位
酌
」
と
か
「
堂
下
」
の
地
名
が

一
つ
あ
り
、
古
い
お
寺
の
存
在
が
考
え
ら
れ

お
て
い
ま
し
た
が
、
古
文
書
や
そ
の
他
の

二
世
歴
史
資
料
で
は
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い

一
月
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
土
の
中
か
ら

一
町
一
五
輪
塔
な
ど
の
石
塔
が
た
く
さ
ん
出
て

一
得
き
た
り
、
鋳
物
製
の
小
仏
像
や
、
死
体

を
焼
い
て
埋
め
た
と
思
わ
れ
る
土
壌

(
墓
穴
)
が
い
く
つ
か
出
て
き
た
こ
と

で
、
お
寺
が
存
在
し
た
可
能
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
寺
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ

る
遺
物
が
集
中
的
に
出
土
し
た
範
囲
を
、

幅

2
m
、
深
さ

1
m
の
大
き
な
溝
が
囲

ん
で
い
ま
す
(
写
真

3
)
。
こ
の
溝
は
、

お
寺
を
囲
む
堀
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
法
楽
寺
」
が
い
つ
の
時
代
に
あ
っ

た
お
寺
か
は
、
今
後
の
出
土
遺
物
の
整

理
を
ま
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
溝
か

ら
の
出
土
遺
物
は
平
安
時
代
の
終
わ
り

(約

8
0
0年
前
)
、
五
輪
塔
は
古
い
も

の
で
南
北
朝
時
代
(
約

6
5
0年
前
)

で
す
。
鎌
倉
時
代
、
塩
田
平
に
「
信
州

の
学
海
」
と
呼
ば
れ
る
仏
教
文
化
が
始

ま
っ
た
こ
ろ
、
こ
の
殿
城
地
区
に
も
お

寺
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
「
こ
れ
が
お
寺
の

建
物
の
跡
だ
」
と
い
う
遺
構
は
今
の
と

こ
ろ
分
か
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、

か

や

ぶ

「
茅
御
堂
」
の
名
の
と
お
り
、
茅
葺
き

の
比
較
的
簡
素
な
お
堂
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
壁
に
石
を
積
ん
だ

住
居
の
跡
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
新
し
い

発
見
が
あ
り
、
今
後
の
現
地
調
査
や
出

土
遺
物
の
整
理
作
業
で
は
、
さ
ら
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
今

後
数
年
を
か
け
、
発
掘
調
査
報
告
書
と

し
て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

(写真 3)お寺を囲む堀とも考えられる溝

太田・法楽寺遺跡
現地説明会
を開催します

今回の発掘調査の終了をもって姿を消す太田・法楽寺遺跡

の現地説明会を開催しますO この機会にぜひご覧くださ~ iO 

bとき 11月15日(日)午後 1時~
(雨天の場合は翌週の23 日午後 1 時~)

bところ 図1の発掘調査現場

じ>問い合わせ 文化課(固⑫5102) 
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教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
各
中
学
校
の

2
年
生
比
人
を

「
ジ

ュ
ニ
ア
大

使
国
際
友
好
都
市
親
善
交
流
派
遣
団
」
と
し
て

9
月

1
日
か
ら

5
日
ま
で

中
華
人
民
共
和
国
・
寧
波
市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

寧
波
市
で
は
、
副
市
長
が
出
席
し
て
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
、
教
育
委

員
会
の
か
た
と
の
意
見
交
換
、
寧
波
中
学
校
生
徒
と
の
交
流
、
北
京
市
で

は
、
市
内
見
学
、
故
宮
、
万
里
の
長
城
な
ど
の
歴
史
的
遺
跡
の
見
学
を
し

ま
し
た
。
寧
波
中
学
校
の
授
業
で
は
、
目
的
意
識
を
鮮
明
に
持
っ
て
真
剣

に
取
り
組
む
生
徒
に
、
団
員
一
同
強
い
刺
激
を
受
け
た
様
子
で
す
。

幻
世
紀
の
日
本
と
中
国
を
担
う
若
い
世
代
が
交
流
で
き
た
こ
と
は
、
更

な
る
相
互
理
解
、
友
好
関
係
の
樹
立
へ
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
交

流
の
様
子
を
団
員
の
感
想
文
と
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

親
善
友
好
の
役
割
を
担
っ
た
ジ
ュ

寧波中学校交流会場

ア
ノ、
4吏
た
ち

市
内
中
学
生
か
中
国
寧
波
市
で
交
流

中
国
J¥ 

二
J

b
F
J
q
E
 

第
一
中
学
校

私
た
ち
十
四
人
は
、
九
月

一
日
か

ら
九
月
五
日
ま
で
の
五
日
問
、
ジ

ュ

ニ
ア
大
使
国
際
友
好
都
市
親
善
交
流

派
遣
団
と
し
て
、
中
国
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

初
め
、
私
は
、
一
緒
に
中
国
へ
行

く
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
る
か
、
上

田
市
の
代
表
と
し
て
し
っ
か
り
や
っ

て
い
け
る
か
と
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
オ
リ
エ
ン
テ
l

ザフ

て
太
田
朝
裕

シ
ョ
ン
や
事
前
学
習
の
回
数
を
重
ね

る
ご
と
に
、
他
の
中
学
校
の
人
た
ち

と
仲
良
く
な
れ
、
出
発
の
日
に
は
、

今
ま
で
の
不
安
は
吹
き
飛
ん
で
、
ま

だ
見
知
ら
ぬ
中
国
へ
の
期
待
へ
と
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

中
国
に
着
い

て
か
ら
は
、
驚
き
の

連
続
で
し
た
。
ま
ず
、
着
い
て
み
て

思
っ
た
こ
と
は
、
人
や
車
が
大
変
多

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
車
の
ク
ラ

L 

寧波市主催の歓迎レセプション
(寧波市副市長と)

[18J 

派遣団が日本の「折り紙」を紹介

生徒どうしが英語で話し合いました

10.10.16 

し

中学生14人を含む派遣団の皆さん(故宮にて)



ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
っ
ぱ
な
し
で
走

る
な
ど
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
中
国

は
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

一一

日
目
の
寧
波
市
の
中
学
生
の
英

語
の
授
業
の
見
学
と
交
流
で
も
驚
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
授
業
中
、
中
国

語
は
使
わ
ず
、
す
べ
て
英
語
で
会
話

を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
し
か
も
、

誰
一
人
と
し
て
私
語
を
し
た
り
よ
そ

見
を
し
て
い
る
人
は
い
な
く
、
み
ん

な
積
極
的
に
授
業
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
も
見
習
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

交
流
の
時
も
、
中
国
の
人
た
ち
は
、

と
て
も
は
き
は
き
と
話
す
の
で
感
心

し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本

も
い
つ
か
中
国
に
抜
か
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
気
さ
え
し
ま
し
た
。
と
に
か

く
私
は
、
中
国
の
中
学
生
は
と
て
も

国
際
的
で
あ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
も
見
習
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た

し
、
私
に
と
っ
て
も
一
番
の
驚
き
で

し
た
。

ま
た
、
今
回
の
旅
で
、
中
国
の
歴

-9月
定
例
会

9
月
印
日
附
開
催
し
た

9
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

〉

史
的
建
造
物
で
あ
る
天
童
寺
、
故
宮
、

天
安
門
広
場
、
明
の
十
三
陵
、
万
里

の
長
城
な
ど
た
く
さ
ん
見
学
し
ま
し

た
。
特
に
、
故
宮
の
見
学
や
、
万
里

の
長
城
へ
登
っ
た
り
し
て
み
て
、
中

国
の
建
造
物
は
、
日
本
の
建
造
物
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
ス
ケ
ー

ル
が
大
き
く
、
中
国
の
歴
史
が
と
て

も
奥
深
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
中
国
の
建
造
物
と
日
本

の
建
造
物
は
ど
こ
と
な
く
似
て
い
て
、

中
国
と
日
本
は
文
化
が
似
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
大
使
と
し
て
一
緒
に
参

加
し
た
み
ん
な
と
、
本
当
に
仲
良
く

な
れ
ま
し
た
。
こ
の
五
日
間
は
、
こ

の
友
達
が
い
た
か
ら
、
こ
ん
な
に
楽

し
く
思
い
出
深
い
旅
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
五
日
間
は
、
僕
に
と
っ
て
一

生
の
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
中
国
で
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
も
っ

と
自
分
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

審
議
事
項

一
生
涯
学
習
の
推
進
と
出
前
講
座

に
つ
い
て

二

上
田
市
立
図
書
館
管
理
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

以
上

2
件
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

r上田市誌、J

編さんだより③

鉄道敷設と上白

市誌編さん室園③9741

上
回
付
近
を
通
る
信
越
線
が
ど
の

よ
う
に
計
画
さ
れ
、
建
設
さ
れ
た
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
住
民
が
利
用

し
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

測
量
は
明
治
問
年

4
月
か
ら
直
江

津
よ
り
開
始
さ
れ
、
順
次
信
濃
路
へ

向
け
て
進
み
、
上
回
付
近
は
凶
年

4

月
ご
ろ
で
し
た
。

上
田
で
は
誰
も
が
染
屋
下
か
ら
大

星
河
原
を
通
っ
て
秋
和
・
塩
尻
へ
抜

け
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
千

曲
川
の
堤
防
は
不
完
全
で
、
段
丘
下

の
河
原
(
下
河
原
と
も
い
い
ま
す
)
を

鉄
道
が
通
る
と
洪
水
の
被
害
を
受
け

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し
た
。

明
治

9
年
に
中
山
道
と
信
越
聞
を

調
査
し
た

R
V
ボ
イ
ル
氏
は
復
命
書

に
「
田
中
か
ら
新
潟
に
至
る
線
路
は
、

海
野
宿
の
南
辺
、
上
回
街
の
北
辺
及

び
坂
城
町
を
通
り
・
:
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
大
星
河
原
を
通
る
可

能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

凶
年
後
の
調
査
で
は
、
大
星
河
原

と
下
河
原
の

2
つ
の
測
量
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
小
県
郡
内
の
調
査
が
終
わ

る
こ
ろ
に
、
下
河
原
の
地
主
に
役
場

よ
り
土
地
収
用
の
通
知
が
出
さ
れ
ま

す
。
大
星
河
原
を
通
す
と
線
路
が
大

き
く
迂
回
し
て
、
秋
和
よ
り
塩
尻
に

か
け
て
急
勾
配
の
た
め
に
無
理
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

線
路
の
道
筋
に
当
た
る
土
地
買
収

の
手
続
き
が
済
む
と
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
作
業
員
が
入

り
こ
み
、
線
路
敷
の
桑
畑
や
水
田
に

は
土
や
砂
利
を
盛
り
た
て
て
い
き
ま

す
。
盛
り
土
に
使
う
小
石
は
大
星
河

原
の
畑
で
拾
い
集
め
ら
れ
た
も
の
を

使
っ
た
の
で
、
大
星
河
原
は
一
面
平

ら

に

な

り

、

外

観

樋

靴

が

変

わ

っ

た

と

い

引

岬

同

レ
L

h

+

干

占

4
T

わ
れ
ま
し
た
。

あ

ン

ン

駅

に

つ

い

て

そ

捌

跡

跡

の
筋
よ
り
「
停
車
岨

場
は
前
川
橋
(
北
耳
打

日
日

天
神
公
会
堂
付
近
)
討

の
南
東
に
位
置
す
副
知

る
を
至
当
と
す
、
所

但
し
之
を
設
置
す
の

る
に
付
い
て
は
海
関

野
町
よ
り
同
所

i

野

で
直
通
の
道
路
を
へ

出
旭
町
に
於
い
て
回

開
撃
す
べ
し
」
と
上

の
話
が
あ
り
ま
し
の

た
。
上
田
町
で
は
矧

直
ち
に
町
会
を
開
汐
ν

い
て
道
路
開
撃
を

3

コ

直江津~軽井沢明治24年 (1892)

明治27年 (1894)

決
議
し
、

7
0
0
0円
の
予
算
を
つ

け
ま
し
た
。

直
ち
に
道
路
敷
に
当
た
る
土
地
を

買
収
し
、
家
屋
の
移
転
を
行
っ
て
工

事
に
取
り
か
か
り
、
停
車
場
の
駅
舎

が
で
き
あ
が
る
明
治
幻
年
に
道
路
は

開
通
し
ま
し
た
。

開
通
当
事
の
上
田
駅
の
乗
降
客
は

1
日
7
0
0人
で
す
が
、
明
治
初
年

う
す

い

に
碓
氷
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
乗
降

客
は
急
増
し
ま
し
た
。
上
田

l
東
京

聞
の
所
要
時
間
は
約

9
時
間
で
す
。

上
田
駅
は
中
南
信
の
人
た
ち
も
利
用

し
て
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し

た。
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最後の信越線
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複線・電化

白山号走る

準急走る

新幹線

戦後

9 4 

大正 2年(1913)

昭和 9年(1934)

昭和21年(1946)

昭和23年(1948)

昭和29年 (1954)

昭和43年 (1968)

平成 9年(1997) 

平成10年(1998)

(時間)

10.10.16 



ヌ、135首、俳句・ 142旬
86旬、計・ 363作品

数一稿一投一の一月一今
一
肌
帆

短

川

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてください。

援
可欠

宮
崎

盛
登
選

日間
閉

神

科

新

屋

古

川

隆

子

丘
に
建
つ
音
楽
堂
へ
つ
づ
く
道
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
花
し
る
く
匂
え
リ

下

組

室

賀

文

江

田
の
畦
に
咲
き
し
桔
梗
を
刈
リ
残
し
妻

の
墓
前
に
そ
な
う
る
友
よ

小

泉

間

島

百

江

ぬ
く

つ
な
ぐ
手
に
心
の
温
も
リ
伝
は
リ
て
童

謡
歌
ふ
老
い
の
あ
つ
ま
リ

日
間
凶
凹

下

紺

屋

町

羽

根

互

ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
れ
る
蛍
の
青
き
灯
が
祭

ば
や

し

リ
鳴
子
の
境
内
を
ゆ
く

御

所

宮

本

常

雄

木
曽
の
谷
流
れ
来
し
水
澄
み
と
お
リ

「
寝
覚
の
床
」
の
映
え
て
う
つ
れ
る

小

泉

清

水

悦

男

終
止
符
の
ご
ど
戴
き
し
感
謝
状
に
三
十

し
リ
ぞ

余
年
の
職
を
退
く新

田

酒

井

朗

ほ
う

た
ば

ひ
も
ほ
ど

焼
却
場
に
放
る
蔵
書
の
束
ね
紐
解
け
て

揺
ら
ぐ
決
断
ど
未
練

長

島

松

井

律

子

え
ん
え
ん

延
延
ど
湖
上
に
咲
き
し
大
輪
の
花
火
ど

ど
も
に
夏
は
終
リ
ぬ

福

田

鈴

木

昌

尚

夏
の
日
の
汗
も
漸
く
収
ま
リ
ぬ
東
山
画

行
聞
一
掴
上
田
市
(
一
T
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
i
n
i
叩〉

発
岡
国
上
田
市
教
育
委
員
会
(
干
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
|
刊
)

伯
の
青
の
世
界
に長

島

井

津

泉

水

異
国
に
て
戦
禍
に
果
て
し
父
母
の
遺
物

無
き
墓
妻
と
洗
い
ぬ

伊

勢

山

瀬

下

要

も
リ
あ
を
が
え
る

法
人
念
院
の
池
に
森
青
娃
す
む
と
聞
け
ば

み
や
こ

心
は
や
リ
ぬ
京
へ
の
旅

材

木

町

大

谷

文

子

独
リ
寝
を
慰
め
ん
と
や
ち
ち
ろ
虫
枕
辺

近
く
し
の
び
音
に
鳴
く

築

地

倉

津

昭

夫

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
く
山

み
ち

の
径
水
引
草
揺
れ
陽
を
散
ら
し
を
リ

中

之

条

片

山

貞

子

孫
を
見
、
ず
に
逝
き
し
弟
の
十
三
回
忌
頭

た
れ
な
ら
ぶ
孫
ら
三
人

下

紺

屋

町

小

島

寛

盆
休
み
終
リ
帰
リ
し
子
ら
の
無
事
を
祈

リ
ひ
た
す
ら
電
話
待
つ
な
リ

手

塚

市

村

駿

若
き
日
に
馬
耕
競
技
に
出
場
し
人
馬
一

体
の
優
賞
受
け
し

(
評
)
紙
面
に
限
り
あ
り
、
載
ら
な
い
か

た
も
根
気
よ
く
作
歌
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

選
者
詠

原
生
林
に
漂
ふ
霧
の
し
。
つ
ま
り
て
二
十

日
の
月
の
し
ら
じ
ら
と
さ
す。F

伺

矢
島

渚
男
選

集
園
園
田
秘
書
課
〈
廊
@
4
1
0
0
回
@
5
1
1
1〉

編
園
田
・
庶
務
課
(
岡
@
5
1
0
0
困
@
3
7
4
5
)

口
問
問
〕

御

所

竹

内

み

さ

お

秋
人
参
蒔
き
を
れ
ば
猫
監
督
す

中

之

条

神

原

晴

一

熊
の
出
る
山
に
登
リ
て
人
に
遇
ふ

浦

野

小

林

信

宏

寄
付
少
し
し
た
る
花
火
の
揚
リ
け
リ

金

井

深

町

和

子

夕
顔
の
実
に
似
た
腿
を
し
て
お
リ
ぬ

緑

が

丘

北

畑

和

人

夏
の
花
疲
れ
て
休
暇
終
リ
け
リ

丸

堀

長

谷

川

貢

コ
ス
モ
ス
の
途
切
れ
る
あ
た
リ
富
士
の

あ
リ

囚
門
阿
〕

西

脇

中

沢

喜

代

子

鈴
虫
に
覚
め
て
は
眠
る
一
夜
か
な

保

野

清

水

ゆ

き

子

子
等
作
る
案
山
子
に
名
前
あ
る
ら
し
く

伊

勢

山

小

田

中

久

壷
に
挿
す
水
引
草
の
影
持
た
ず

新

田

山

口

唯

生

霧
晴
れ
て
修
那
羅
峠
の
蝉
時
雨

小

泉

木

村

シ

モ

大
雨
後
土
や
は
ら
か
し
秋
菜
蒔
く

下

紺

屋

町

小

島

寛

現
世
に
居
る
ほ
か
は
な
き
残
暑
か
な

築

地

倉

津

昭

夫

掌
に
種
を
ひ
ろ
げ
て
大
根
蒔
く

常

入

馬

場

勇

子

無
人
駅
コ
ス
モ
ス
吾
を
迎
え
け
リ

神

畑

宮

入

志

づ

え

藤
村
己
主
云
の
行
方
の
額
あ
る
部
屋

選
者
吟

湿
原
に
水
澄
む
悲
し
み
の
や
う
に

[20J 70.70.76 

山
崎

弘
主
リ

1
Tム担一旦一一

色
川
急
州
・
守
主

日
間
閉

愛

宕

町

中

井

比

奈

江

薪
能
余
韻
の
中
に
我
れ
を
置
く

長

島

真

砂

み

ち

子

言
い
切
っ
た
後
の
視
線
が
気
に
か
か
る

材

木

町

大

谷

文

子

老
い
の
愚
痴
買
っ
て
一
役
長
電
話

口
問
凶
凹

下

紺

屋

町

小

島

冷
蔵
庫
空
に
な
っ
た
と
子
の
帰
省

中

村

佐

藤

た

か

こ

ぐ
ち
話
複
雑
に
す
る
熱
帯
夜

新

田

山

口

唯

生

内
視
鏡
パ
ス
し
て
夫
の
う
ま
い
酒

岩

下

松

本

要

こ
の
世
相
神
も
仏
も
そ
っ
ぽ
向
き

中

之

条

片

山

貞

子

亡
き
母
に
米
寿
の
姉
は
生
き
写
し

新

田

松

井

正

信

医
者
い
ら
ず
薬
い
ら
ず
の
夢
を
追
い

長

島

土

屋

朝

栄

食
卓
が
せ
ま
し
と
並
ぶ
子
の
帰
省

選
者
吟

杖
な
ど
を
持
つ
と
年
寄
リ
く
さ
く
な
リ 寛

刷
園
田
・
田
辺
印
制
側

印
圃
(
上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
田
@
1
4
9
2〉




